
 

 

 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（東海第二（１２４６）） 

２．日 時：平成３０年９月６日 １０時００分～１２時２０分 

１３時３０分～１８時４０分 

３．場 所：原子力規制庁 ９階Ｄ会議室 

４．出席者 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

名倉安全管理調査官、江嵜企画調査官、吉村上席安全審査官、千明主任安全審査官、 

日南川安全審査官、三浦安全審査官、竹内技術参与、山浦技術参与 

事業者： 

日本原子力発電株式会社：開発計画室 室長代理 他１７名 

東北電力株式会社：土木建築部（火力原子力土木） 主任 他１名 

東京電力ホールディングス株式会社：原子力設備管理部 土木耐震グループ 副長 他２名 

中部電力株式会社：原子力部 設備設計グループ 副長 他１名 

北陸電力株式会社：土木部 耐震土木技術チーム 副課長 他１名 

中国電力株式会社：電源事業本部（原子力耐震） 課長 他１名 

電源開発株式会社：原子力技術部 原子力土木室 担当 他１名 

 

５．要旨 

（１）日本原子力発電から、７月３１日、８月６日、２１日、３０日、９月３日、４日及び本日の

提出資料に基づき、東海第二発電所の工事計画認可申請に係る耐震性に関する説明書につ

いて説明があった。 

 

（２）原子力規制庁から主に以下の点について指摘を行った。 

【建築・構造物の耐震計算について】 

＜使用済燃料プールの耐震性について＞ 

○ 使用済燃料プール壁の面内せん断力及び面外せん断力に対する許容限界を、ＣＣＶ規格

（コンクリート製原子炉格納容器規格）のシェル部の評価式としていることの根拠と妥当

性について、整理して提示すること。 

○ 使用済燃料プール底板の面外せん断力に対する許容限界について、せん断補強筋を入れな

い場合の評価式を記載するとともに、適用規準を整理して提示すること。 

○ 温度によるシェル壁の伸びの影響検討について、冬季の場合の影響について検討し、整理

して提示すること。 

○ 使用済燃料プールの評価において考慮する荷重について、設定の考え方、エビデンスを整

理して提示すること。 

○ 運転時温度荷重の算定における、ひび割れ断面法の適用に係る記載箇所及び記載方法につ

いて検討し、整理して提示すること。また、耐震計算におけるひび割れ断面法の適用の有

無と使い分けの考え方を整理して提示すること。 

○ 補足説明資料で記載されている「使用済燃料の稠密化」による重量の変更に関し、稠密化

の内容とそれに対する対応状況・方針について、整理して提示すること。 



 

○ 補足説明資料に掲載されている荷重の組合せの要否は、強度評価上の整理であることを明

確にして提示すること。 

   

  【屋外重要土木構造物の耐震安全性評価について】 

＜屋外二重管の耐震性について＞ 

○ 埋設管路の耐震設計に関する規格、基準類の概要において、「港湾の施設の技術上の基準・

同解説」の管軸方向応力の算定式を明確化すること。 

○ 管周方向の設計方法及び設計プロセスについて、地震動と検討ケースの組合せの選定プロ

セス及び設計用断面力・応力の算定結果を含めて、整理して提示すること。その際には、

管周方向と管軸方向の合成応力の算定過程での地震動と検討ケースの組合せの考え方につ

いても、整理して提示すること。 

○ 管軸方向の応力解析に適用する可とう管のばね定数等の設計条件及びその設定根拠を整理

して提示すること。 

○ 原子炉建屋側端部の可とう管の変位量について許容値に対する評価結果を提示すること。 

○ 管軸方向の応力解析の解析ケースについて、地盤ばね定数及び入力ひずみ等の各条件の組

合せ内容とその設定根拠を整理して提示すること。 

○ 屋外二重管基礎の地盤改良体について、人工岩盤、電線管路の要求機能や損傷モード等の

観点から、評価手法（局所的な圧縮、引張、すべり等に対する評価）及び許容限界（引張

強度、施設の重要度に応じた安全率等）を整理して提示すること。 

 

＜常設代替高圧電源装置置場、カルバートの耐震性について＞ 

○ 常設代替高圧電源装置置場の各部材の要求性能について、止水性及び許容応力度設計法

（弾性設計）の観点から、網羅的に検討し、再度整理して提示すること。 

 

＜取水構造物の耐震性について＞ 

○ 取水構造物の地震動と検討ケースの組合せの追加検討ケースについて、最小安全余裕とな

るケースを網羅的に抽出し、再度整理して提示すること。 

 

＜後施工プレート定着型せん断補強鉄筋工法について＞ 

○ 使用材料の充てん材の材料及び仕様について、具体的に提示すること。 

○ 3ｍ厚さの部材への後施工プレート定着型せん断補強鉄筋工法の適用性について、鉄筋コン

クリートのせん断の寸法効果の観点から、試験及び解析的な検討等を含めて、論理的な適

用可能性の根拠を整理して提示すること。 

○ 適用性確認項目のコンクリートの設計基準強度について、せん断補強鉄筋の付着力等の観

点から、論理的な適用可能性の根拠を整理して提示すること。 

 

（３）日本原子力発電から、本日の指摘等について了解した旨の回答があった。 

 

６．その他 

提出資料： 

・3次元ＦＥＭモデルの評価点について 

・別紙3 へパフィルター室の原子炉建屋に対する波及的影響について 



 

・屋外重要土木構造物の耐震安全性評価に係るコメント回答について 

・タービンペデスタルと建屋躯体の相対変位について 

・Ⅴ-2-11-2-13 サービス建屋の耐震性についての計算書 

・工事計画に係る補足説明資料 耐震性に関する説明書のうち 補足-340-8【屋外重要土木構

造物の耐震安全性評価について】 

・建物・構築物の耐震計算についての補足説明資料 補足-370-14【タービン建屋の耐震性評価

に関する補足説明】 

・建物・構築物の耐震計算についての補足説明資料 補足-370-15【サービス建屋の耐震性評価

に関する補足説明】 

 


